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〔招
介
〕

〓
一村
晃
功
著

『
中
世
私
撰
集
の
研
究
』寺

島

樵
　
一

本
書
は
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
現
れ
た

一
群
の

「私
家
集
名
を

冠
す
る
」
私
撰
集
に
つ
い
て
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
こ
こ
で

言
う
と
こ
ろ
の

「私
家
集
名
を
冠
す
る
」
私
撰
集
と
は
、
例
え
ば
本
書
で
考
察

の
対
象
と
な

っ
て
い
る

『光
俊
集
』
や

『為
季
集
』
の
よ
う
に
、

『人
麿
集
』

『
伊
勢
集
』
な
ど
本
来
の
私
家
集
と
同
様
に
書
名
に
個
人
名
を
も
ち
な
が
ら
、

内
実
は
多
数
の
歌
人
の
作
品
を
収
め
た
私
撰
集
で
あ
る
歌
集
を
意
味
す
る
。

こ
れ
ら

「私
家
集
名
を
冠
す
る
」
私
撰
集
に
つ
い
て
の
ま
と
ま

っ
た
研
究
は
、

著
者
が
本
書
の
総
論
で
概
括
す
る
よ
う
に
、
昭
和
三
七
年

。
三
八
年
の

「和
歌

文
学
研
究
」
第

一
四
号

。
第

一
五
号
を
始
め
と
す
る
。
先
行
の
諸
研
究
の
中
で

本
書
と
特
に
深
い
繋
が
り
を
も
つ
の
は
、
井
上
宗
雄
氏
の
論
文

「明
題
和
歌
全

集
と
為
兼

。
為
冬

・
為
定
集
と
」
含
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第

一
四
号
　
昭
和

四
〇
年
六
月
）
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

「為
兼
集
』
『為
定
集
』が

『
明
題
和

歌
全
集
』
か
ら

「為
」
の
字
を
も
つ
歌
人
の
歌
を
主
と
し
て
抜
い
た
二
次
的
撰

集
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
論
文
で
の
井
上
氏
の
指
摘
を
承
け
、
著
者
は
更
に
そ

れ
を
訂
正
し
、
展
開
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
二
次
的
撰
集
の
典
拠
資
料
は

『
明
題

和
歌
全
集
』
で
は
な
く
、
「和
歌
題
林
愚
抄
』
で
あ

っ
た
と
い
う
本
書
の
主
題

を
な
す
結
論
に
到
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
五
一
年
か
ら
五
九
年
の
比
較
的
短
い
期
間
に
集
中
し
て
書
か
れ
た
二
〇

篇
の
本
書
所
収
の
論
文
を
通
し
て
、
読
者
は
一
つ
の
明
察
が

一
つ
の
発
見
を
生

み
、
次
々
と
対
象
の
問
題
の
視
野
を
広
げ
て
ゆ
く
、
研
究
の
展
開
過
程
を
目
の

あ
た
り
に
す
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
既
に
松
野
陽

一
氏
に
よ
っ
て
丁
寧
な
書
評
が
な
さ
れ
て
い
る
。
翁
中

世
文
学
研
究
」
第

一
一
号
）
ま
た

『
中
世
文
学
の
世
界
』

（和
泉
書
院
　
昭
和

五
九
年
）
に
最
初
に
発
表
さ
れ
た
第

一
章
に
つ
い
て
は
、
同
じ

「中
世
文
学
研

究
」
第

一
〇
号
に
島
津
忠
夫
氏
の
紹
介
が
あ
り
、
更
に
い
た
付
け
加
え
る
べ
き

こ
と
は
な
い
が
、
以
下
章
を
追

っ
て
の
紹
介
と
若
干
の
読
後
感
を
綴
り
た
い
。

本
書
は
次
の
よ
う
に
五
つ
の
章
か
ら
成
る
。

序
章
　
　
中
世
私
撰
集
の
撰
集
資
料
―

『和
歌
題
林
愚
抄
』
か
ら

『
明
題
和

歌
全
集
』

へ

第

一
章
　
総
論
　
中
世
私
撰
集
の
成
立

第
二
章
　
各
論
　
中
世
私
撰
集
の
成
立

第
一二
早
　
付
論
　
中
世
私
家
集
の
成
立
と
そ
の
周
辺

終
章
　
　
結
語

序
章
は

『和
歌
題
林
愚
抄
』

（以
下

『題
林
愚
抄
じ

と

『
明
題
和
歌
全
集
』

と
の
比
較
を
通
し
て
、
後
者
が
前
者
を
参
照
し
、
他
に

『
二
八
明
題
和
歌
集
』

を
援
用
し
て
成
立
し
た
事
実
を
論
証
し
、
次
に
各
々
の
成
立
過
程
と
時
期
を
論

じ
る
。
著
者
に
は
既
に

『
明
題
和
歌
全
集
』
に
関
す
る
論
考
や
内
閣
文
庫
蔵

『
明
題
和
歌
全
集
』
の
翻
刻
が
あ
る
が
、

『題
林
愚
抄
』
を
新
た
に
視
野
に
取

り
入
れ
た
本
書
で
は
、
前
記
の
論
考
が
若
干
修
正
さ
れ
、
新
見
が
示
さ
れ
て
い

る

（例
え
ば

『
明
題
和
歌
全
集
』
の
成
立
時
期
）。
従
来
の
文
学
史
を
よ
り
本

質
的
な
資
料
間
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
再
構
築
す
る
、
こ
の
章
の

論
は
典
拠
資
料
探
索
の
重
さ
を
端
的
に
教
え
て
く
れ
る
。

次
に
第

一
章
の
総
論
で
は
、
第
二
章
の
各
論
で
個
別
に
考
察
さ
れ
る
私
撰
集

全
般
に
わ
た
る
問
題
が
先
ず
論
じ
ら
れ
る
。　
三
二
篇
の
私
撰
集
の
分
類
、
そ
の

類
題
和
歌
集
と
し
て
の
性
格
、
成
立
時
期
が
検
討
さ
れ
、
続
い
て
謎
と
な

っ
て

い
る
集
名
の
問
題
、
即
ち
い
か
な
る
理
由
で
私
撰
集
に
私
家
集
ま
が
い
の
名
が



付
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
著
者
は
中

村
幸
彦
氏
の

「擬
作
論
」
を
踏
ま
え
て
、
私
家
集
ま
が
い
の
名
を
冠
す
る
の
は
、

読
者
の
逸
興
を
誘
お
う
と
す
る
編
者
の
意
図
的
な
、
偽
作
な
ら
ぬ
擬
作
行
為
に

よ
る
も
の
だ
、
と
い
う

「擬
作
説
」
の
可
能
性
を
提
出
す
る
。
細
か
な
事
実
に

裏
付
け
を
求
め
る
地
道
な
実
証
に
覆
わ
れ
た
本
書
の
中
で
こ
の
擬
作
説
は
問
題

の
私
撰
集
の
文
学
性
を
仮
説
に
よ
っ
て
大
胆
に
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
単
に
類
題
和
歌
集
と
い
う
、
題
詠
の
手
引
書
と
し
て
の
実
用
的

な
意
味
を
超
え
、
パ
ニ
ア
ィ
ー
と
も
言
う
べ
き
営
為
の
中
に
後
の
近
世
の
文
学

に
繋
が
る
成
熟
し
た
文
学
意
識
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
に
関
し
て
は
島
津
、
松
野
両
氏
と
も
に
前
掲
の
紹
介
、
書
評
欄
で

疑
間
を
呈
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
類
題
和
歌
集
に
統

一
的
な
文
学
性
を
求
め
る

難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
加
え
て
中
村
氏
の

「擬
作
論
」
で
扱
わ

れ
た
、
長
明
、
道
真
、
西
行
な
ど
の
伝
説
的
な
作
者
の
擬
作
上
の
価
値
と
、
光

俊
、
為
季
、
為
兼
と
い
っ
た
作
者
の
そ
れ
と
は
そ
の
ま
ま
同
列
に
考
え
得
な
い

困
難
や
、
擬
作
行
為
が
狙
う
逸
興
の
内
実
が
問
題
の
私
撰
集
に
お
い
て
い
か
な

る
性
格
を
も
つ
か
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
私
撰
集

の
和
歌
史
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
の
考
察
が
示
さ
れ
て
章
が
結
ば
れ
る
。

さ
て
総
論
に
続
く
第
二
章
の
各
論
は
、
本
書
の
中
心
を
な
し
て
お
り
、

『伯

母
集
』
『顕
季
集
』
『隆
季
集
』
『資
賢
集
』
『為
季
集
』
『光
俊
集
Ｌ
為
兼
集
（前

集
ご

『為
冬
集
』
『為
定
集
』
『
元
可
集
』
『義
満
公
集
』
『済
継
集
』
『邦
高
集
』

の
一
三
篇
の
私
撰
集
に
つ
い
て
個
別
に
そ
の
撰
集
資
料
、
収
載
歌
の
作
者
と
歌

の
性
格
、
成
立
時
期
と
そ
の
意
義
や
編
纂
目
的
な
ど
の
点
を
具
体
的
に
細
部
に

わ
た
っ
て
周
到
に
考
察
す
る
。
各
論
に
お
け
る
考
察
の
意
義
は
、
井
上
宗
雄
氏

著

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
前
期
』
の
改
訂
新
版
中
、
補
説

「私
撰
集

・

類
題
集
の
成
立
」
の
項
で
本
書
の
成
果
が
多
く
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

一
つ
を
と

っ
て
も
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

第
二
章
は
門
外
漢
の
筆
者
に
と

っ
て
、
容
易
に
読
み
通
す
こ
と
の
出
来
る
章

で
は
な
か
っ
た
。
著
者
が
後
記
で
断

っ
て
い
る
よ
う
に
、
各
々
の
論
考
が
辞
書

の
項
目
の
よ
う
に
孤
立
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
相
互
の
叙
述
の
重
複
を

避
け
得
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
他
に
新
稿
の
第

一
章

の
議
論
が
、
こ
の
章
の
各
論
に
充
分
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
原
因

が
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
総
論
で
提
起
さ
れ
た

『為
季
集
』
の
擬
作
説
の
可

能
性
は
、
各
論
の

『為
季
集
』
の
議
論
で
は
影
を
潜
め
て
し
ま

っ
て
お
り
、
と

も
す
れ
ば
章
の
進
展
と
は
逆
に
議
論
の
後
退
を
見
る
憾
み
が
あ
る
。

第
三
章
の
付
論
は
私
家
集
名
を
冠
し
た
私
撰
集
で
は
な
く
、
本
来
の
意
味
の

私
家
集
を
扱
う
。
そ
れ
ら
は

『
大
納
言
為
氏
卿
集
』
『為
世
集
』
『大
納
言
為
定

集
』
『衣
笠
前
内
大
臣
家
集
』
そ
し
て

『済
継
集
』
（益
田
勝
実
氏
蔵
）
の
五
篇

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
私
家
集
も
前
章
の
私
撰
集
同
様

『題
林
愚
抄
』
や

『
明
題

和
歌
全
集
』
な
ど
を
撰
集
資
料
と
し
た
二
次
的
撰
集
で
あ
り
、
そ
の
考
察
の
方

法
も
第
二
章
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
撰
集
資
料
と
し
て
の
類

題
和
歌
集
の
他
の
作
品

へ
の
関
わ
り
が
、
単
に
私
撰
集
に
止
ま
ら
ず
広
範
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

終
章
の
結
語
に
は
本
論
、の
ま
と
め
と
、
詳
細
な
人
名
、
書
名
そ
し
て
和
歌
索

引
が
収
め
ら
れ
、
検
索
の
利
便
が
図
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
異
な

一
群
の
私
撰
集
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
共
通
資
料

で
あ

る

『題
林
愚
抄
』
以
下
の
類
題
和
歌
集
の
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
、
よ
り
多

く
の
意
味
が
同
時
に
明
ら
か
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
著
者
が
次
に
刊

行
を
予
定
し
て
い
る

『
中
世
類
題
集
の
研
究
』
は
、
本
書
で
提
出
さ
れ
た
種
々

の
問
題
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

（昭
和
六
〇
年
五
月
　
和
泉
書
院
　
四
四
二
頁
　
一
二
五
〇
〇
円
）
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